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研究成果の概要（和文）：高齢者の言語機能に関する研究では、加齢によって幅広く機能退行が起こることが明
らかにされている。一方で、蓄積型の語彙・意味記憶や、過去の事象や体験などを自発的に口述する「語り」の
能力には、このような加齢性変化が起こりくい。同様に、加齢や脳損傷でも侵されにくい言語関連能力として、
「歌唱」の能力がある。言葉や歌が伝達手段として社会的な性質を持つことを考えれば、両者の脳内機構は、い
わゆる言語中枢だけでなく、社会性を維持するための神経システムを共有している可能性がある。本研究課題で
は、若年者から高齢者まで広い年齢層を対象として脳画像データを収集し、語りと歌唱に関わる神経基盤の加齢
変化を明らかにする。

研究成果の概要（英文）：Behavioral studies with elderly people show that language functions 
generally decline with age. It is known, however, that such age-related change relatively spares the
 cumulative knowledge like lexical and semantic memory and the narrative skill to dictate past 
events and experiences. Singing is also known as a language-related ability relatively spared by 
aging and brain damage. Since narration and singing originally serve as communication media in human
 society, these faculties may rely on distinct neural systems for social interactions beyond the 
classical language network. The present study is aimed at analyzing brain imaging data from a broad 
range of generations, form young to elderly, to elucidate the neural basis shared by narration and 
singing.

研究分野： 脳機能画像

キーワード： 言語と脳　語りと歌唱　加齢　機能的磁気共鳴画像

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
語りと歌の能力は、失語症や重度認知症においても、しばしば保たれることが知られている。言葉や歌が情報伝
達手段として、本質的に社会的な性質を持つことを考えれば、これらの能力は加齢性変化に対して頑健な何らか
のメタ言語システムに支えられている可能性がある。高齢者を対象とした従来の研究は、加齢に伴う機能低下を
示したものが殆どで、高齢期以降にも発展・保持される高次脳機能についての実証的知見は乏しい。高齢期だけ
でなく、認知症のような病態においても作動する、これら能力の神経生物学的基盤を明らかにすることで、伝統
的に知識・経験の継承において高齢者が担ってきた積極的な役割に関して神経科学的な視点から考察する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
医学・生命科学的観点からヒトの加齢現象を捉える上では、生命維持のための植物機能、運動感
覚能力のような身体機能の変化に加え、年齢とともに認知・記憶・言語などの精神機能にどのよ
うな変化が起こるのかを理解することがとりわけ重要である。 高齢者の認知行動を観察・分析
した従来の研究データからは、加齢とともに、例えば知覚・判断・想像・推論・決定・記憶・言
語理解など、認知・言語機能の広い範囲で退行が起こることが明らかにされている。年齢に伴う
このような認知機能の退行は、それ自体としては我々の日常的な経験・知識からも容易に予想で
きる、加齢現象のよく知られた特徴である。しかし、同時に、認知・言語機能に関するこれらの
研究データから読み取れる事実として、高齢者を対象とした従来の研究では、加齢に伴う機能低
下ないし残存機能に焦点がおかれることがほとんどであったという問題がある。 

一方、晩年にいたるまで、加齢による影響を受けにくい認知言語能力も、ある程度存在する
ことも知られている。たとえば、語彙能力や意味記憶をはじめとする言語性長期記憶はそのよう
な言語関連機能の一つであり、これらの「蓄積型」の知識＝記憶は（脳神経系に病的変化が起こ
らない限り）生涯にわたり伸長することが知られており[3]、脳神経レベルでは左半球の古典的
言語中枢および頭頂側頭葉領域が働いていると考えられている[4]。 

また、より能動的な言語機能の側面において
は、今回の計画で取り上げる「物語を語る能力」
もまた、加齢によっても衰えにくいと考えられ
る重要な言語能力の一つである[1]。「語り」の神
経基盤に関しては、脳機能画像などの実証的デ
ータは極めて乏しいが、少なくとも若年者では
背内側前頭前野など社会性を司る神経領域との
関連を示唆する最近の研究データがある（図１
[5]）。 さらに、言語そのものとは若干異なるも
のの、歌唱能力もまた、脳神経系の外傷や変性で
も侵されにくく、高度の認知症患者や失語症患
者でもしばしばよく保たれることが知られてい
る言語関連機能である[6]。実際、医学的視点を
離れて、例えば、言語芸術の歴史を見ても、口承
文学や吟遊詩人のように、語りと歌唱との間の
密接な関わりを示す例は世界各地に存在し、こ
のことは、語りと歌唱という２つの能力が、その
脳内メカニズムの本源的なレベルで強く結びつ
いていることを予想させる。 

これらの能力は、言語獲得との関連で近年注
目されている「身振り gesture」とともに、一種
のメタ言語能力として、古典的な左半球の言語中枢とは異なり、加齢性変化に対して、より頑健
な神経機構に支えられている可能性がある。特に、社会性や情動のように、言語そのものからは
比較的独立した異なる系統の認知機能に関わる神経システムや、歌唱能力については、右半球機
能との関わりが従来から想定されているものの[7]、未だ十分に確立された知見とは言えない。
いずれにしても、上記のような観点で、高齢期だけでなく、神経系の病的変化においてなお強力
に作動する、この「語り」と「歌唱」が神経レベルで潜在的に共有している可能性のある神経メ
カニズムの可能性についての実証的知見は極めて乏しいと思われる。 
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２．研究の目的 
本研究計画は、加齢によって衰えにくいこれら２つの言語関連能力の神経基盤を明らかにする

図 1. 発話の検査成績における加齢の影響 
一般的な言語課題における正答率は、教育水
準に関わらず、加齢とともに次第に低下する
傾向にある。[1] 



ことで、知識伝達において高齢者が社会の中で担ってきた積極的な役割に関して、新しい神経生
物的知見を提供できる。また、ヒトの言語能力そのものの起源に接近し、また高齢者の認知能力・
生活能力維持のための簡便な訓練プログラムとしての語り・歌唱の可能性・有効性を体系的に検
証することができる。 
 
 
３．研究の方法 
・行動検査・生活習慣の調査：一般的な認知機能検査に加えて、語り・歌いの能力に関する検査
項目を含む検査セットを作成する。50歳代後半から 80 歳代までの高齢者、および対照群として
自２０歳代以降の若年成人を含む 100 人程度を対象として、行動指標のデータベースを構築し、
通常の心理検査・性格特性、居住形態や生活習慣についての調査、語り・歌唱課題との相関、加
齢にともなう各行動指標に対する経時的変化、生活習慣・性格特性など他の生物学的・社会的要
因による影響についての因子分析による特徴抽出を行う。 
・MRI 画像データ解析：行動検査を受けた同じ健常高齢者を対象に、MRI による脳構造及び機能
画像データを収集する。認知・言語・運動機能などについての行動指標と MRI 画像を合わせるこ
とで、加齢に伴って構造的変化の起こる領域・起こりにくい領域の分離、言語・歌唱課題と成績
と相関を示す神経構造、高機能型被験者における構造・機能画像上の特性、などを検証する。 
 
 
４．研究成果 
画像データの解析では、加齢に伴う構造的変化の起こりにくい領域を
特定するため、言語・歌唱課題の成績と正負の相関を示す神経構造を
それぞれ探索し、特に両側基底核において言語と歌唱の間で異なる加
齢変化を認めている（図２）。た、若年成人における脳画像データに
ついては、研究結果の一部をまとめて学術論文として発表した。 
今後は、同領域と言語機能や社会行動との関りについて文献的検討を
含めたデータ解析を行うとともに、行動指標に脳画像データを加えた
因子分析など、さらに多面的な解析を行い、高齢者の認知能力・生活
能力維持における語り・歌唱の可能性・有効性について検討する。 
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図２ 認知機能と加齢変化 
両側基底核では、認知機能の変
化と脳容積の間に負の相関が
見られた 
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